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“西小磯層〟・“大磯層〟の浮遊性有孔虫について

茨　木　雅　子＊

NotesonPlanktonicForaminiftra什omthe仁一NishikoisoM

andrrOiso”Formations，KanagawaPreftcture

MasakoIBARAKl＊

Planktonicforaminiferafromthetypelocalitiesofthe“NishikoisoFormationMandthe

“Oiso Formation”are examined．From the species assemblage，those horizons can be

assignedtoZoneN．17afterBlow（1969），thelateMiocene，andcorrelatablewithamiddle

PartOftheSagaraGroupintheKakegawadistrict，i．e．，themiddleYuian．Theresultisnot

inconsistentwiththeageassignmentbymeansoffossilmolluscaofthe“Nishikoiso Forma－

tion”．

1．はじめに

大磯地塊の地質については大塚禰之助（1930，

1931）以来，多くの研究がなされている。しかし，

その層序や地質時代について，いくつかの異なった

見解があり，十分明らかにされたとはいえない。筆

者は最近，西小磯で月化石を採集する機会を得たが，

その際ほぼ同層準の泥層及び“大磯層〝から多量の

浮遊性有孔虫を検出することができたので，これに

よって本層の地質時代を検討してみた。また，大磯

層の模式地の浮遊性有孔虫についても調査した。こ

こにその結果について述べる。有益な助言を頂いた

土隆一教授，池谷仙之博士に厚く御礼申し上げる。

2．“西小磯層〝

“西小磯層〝　というのは，神奈川県西小磯海岸に

分布する貝化石を含む礫岩層に対して，大塚（1931）

が命名したものであるが，同時に産出したGレ叩－

merissp・（cf・Cisshuensis），Venericardiapanddvar．，thnbO

nhLmSP．（cf．subsuchienseandcf．naganumanum）等の

月化石によって上部掛川続に対比し，鮮新統中上部

と考えた。そして西小磯層は大磯層の上に傾斜不整

合で横たわるとした。しかし，その後，大塚（1932）

は同層の［加わ0〃山肌はこ加わ〃九Jmgなα〃拍Jm〃聯〝〟－

〝鋸〝常〃刀　と思われるので，西小磯層はその上位の二

宮層の基底部の礫岩にあたるものと考え，二宮層群

に西小磯層と二宮層を含めている。

後に，井尻・藤田（1949），藤田（1950）は西

小磯層は大磯層の1化石床にすぎないとし，また，

小島（1954）も西小磯層は岩相が大磯層と変わりな

いこと，化石は三浦層群のものとして矛盾しないこ

と，などから大磯層中の化石床と考えている。

一方，“大磯層〝というのは，大磯海岸照ケ崎及び

鴫立沢に発達する凝灰質砂岩の細粒粗粒の互層に対

して，大塚（1929）が命名したもので中下部鮮新

続としている。大磯層の模式地の鴫立沢の河口には
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現在でも凝灰質砂岩と凝灰質シルト岩の互層がよく

露出して見られる。

“西小磯層〝　は葛川河口東方の小河川の河口から

海岸にかけて現在も露出している。ここでは，主と

してスコリア層とスコリアやパミスを含む凝灰質シ

ルト岩層の互層からなり，その中にレンズ状に貝化

石を含んだ礫岩がはさまれている。礫は直径20cm前

後のシルト岩塊，砂岩塊や凝灰岩，凝灰質砂岩など

でSOrtingは悪いが，円磨されている。地層の走向は

N850E，380Nでいくつかの断層で切られているが

ずれは小さい。また，貝化石を含んだ層準は2～6

mの厚さで露出している。まわりのスコリア層と凝

Tablel．MolluscafromHNishikoiso”Formation

（IdentifiedbyProf．R．TsUcHI）

∫〟C肋mSp．（arr．〃柳〃〟∽α〃〟刑，ぶ〟C旭〃∫eJ〟あざ〟C加加∫e）

Gb′C妙merねsp．（arr．α仏or血α拍）

dm〟∫Jゆecre〃由0mfe〃∫ね（OTUKA）

陀〃e作肌ブねsp．（afT．pα〃dα）

Meftlenariacf．yokqyamai（MAKIYAMA）

C
 
C
 
C
 
C
 
R

灰質シルト岩層の互層は大磯層にあたるわけで，そ

の間に大塚（1932）のいう不整合は見られなかった。

礫岩には層理が発達しないので，一見不整合に大磯

層にのっているように見えるが，明らかに指交して

いる部分があり，レンズ状にはさまれたものである。

貝化石の層準から数m上位になると，スコリア層の

はさみは次第に少なくなる。

月化石についてはすでに報告がある（大塚1931，

1932）が，今回採取した主なものを表1に示して

ある。このうち注目すべきは，Am〟JJわPeCrg山地mg・

e〃血　が産出することであるが，そのほか，gUC鋸－

〟刑はかなり産するが保存が悪く，明らかに∴uc力如m

J〟∂mC力ね〝Jg又は助而血椚明卿Ⅶ勒彿刑と思われる

ものは見られなかった。l′e〃er加紹ねPα〃血Var．（大

塚1931）とされたものは掛川に産するIセ〃erわαr（肋

印肋血ではなく，むしろ静川砂岩産の作れerわα紹ねに

近い型のものであった。Gわ′叩研erねは保存が悪く

GけりノmeわCね虎〟e〃由　かどうかわからないが，も

し現生種に比較すれば，形態的にはG少叩merね

dJわrf乃eαねに近い。このような群集組成は外海に面

した海岸の砂底のFaunaということができる。

3．試料の採取と処理

試料は次の5地点（5層準）から採取した。西小

磯海岸では貝化石礫岩より少し下位のシルト岩層

（Loc．N7701），含月化石礫岩中のシルトの岩塊（Loc・

N7702），含貝化石礫岩より2m上位のシルト岩層

（Loc・N7703）と，これより20m上位の凝灰質シルト

岩（Loc．N7704）とを採取した。もう1地点は大磯層

の模式地鴫立沢の互層中のシルト岩部分（Loc．N7705）

である。Loc．N7702の含月化石礫岩層中のシルト

の岩塊はかなり凝灰質で，その不規則な形状，パミ

スが多量に含まれ，硬さ，岩質から見て同時礫で，

貝化石にかなり近い層準から由来したと考えられる。

試料はいずれもかなり堅硬で，その処理は硫酸ナ

トリウム法を使用して軟泥化した。試料は10（短を200

メッシュの節で水洗し，乾燥後検鏡した。Loc．

N7701では浮遊性有孔虫は1個体も検出できなかっ

た。Loc．N7704では個体数が少なかったため100g

を4回にわたり計400gを処理した。

4．“西小磯層〝・“大磯層〝の浮遊性

有孔虫群

西小磯海岸の含化石礫岩層中のシルトの岩塊100g

中（Loc．N7702）には多量の浮遊性有孔虫が含まれて

いるが変形している個体が多かった。同定できた浮

遊性有孔虫は25種で表2にあげてある。これらの中

で多産するものはCわあなerf朋〃甲e〃伽ぶ，Gbわなerト

血旭が痛細れ0相加血相扉脚W，御力αerO揖血〃呼ぶわ

ざぴあde抽ce那の4種で，そのほかGわ的erかof由

り／血／川′…／血／川ハ．一丁い／）・仰山かイIM‘J／J叶血山恒血J、

Gわあoro拍J由αCOJJαe〃∫ねαC（フ∫ねe那れGわあoroねJわざC加わ
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SC加わなどが普通に産する。これらの種にもとづい

て地質時代を検討すると，Blow（1969）によるZone

N．17の下限を規定する　GわあoroねJお出∽最α〆e∫わ一

拍〝血ね　が見られること，N・12からN・17まで分

布する・GわあoroねJ由Je〃卯αe〃ごね　と思われるものが

含まれていることから，この層準（Loc・N7702）は

ZoneN．17に当るとしてよい。

図1試料採取地点位置図

つぎにその上位のシルト（Loc．N7703，Loc・N7704）

には含まれる浮遊性有孔虫の個体数は非常に少なか

った。同定できた種はそれぞれ，13種，21種であっ

た。ここでは，Loc．N7702に産したN・17の下限を

規定するGJoわroねJお山m最叩Jeぶわ餌∽たわは見られな

かったが，Loc．N7704にN．17まで産するGloborotalhl

励脚αengfJと思われるものが1個体産出すること，

また，N．17からN．20の下限まで知られる甲加ピー

ro追加Jわp如∫〟みde柚ce〃叩αg〃ede旭ce朋が両地点で

産出することなどから，両層準はともにN・17に当る

と考えてよい。また，Loc．N7702と比較して共通に

産する種はGb占鹿r血〃ePe〃伽ぶ，即加eれプ溺〃e〃叩頭

∫〟∂de旭cen∫∫〃占de桁∫Ce朋のみであるが，種の組み

合せには大きな違いがなく，これら西小磯海岸の3

層準（Loc．N7702，03，04）はいずれもN・17（後期中新

世）に含まれるとしてよい。

一方，鴫立沢（Loc．N7705）では保存のよい浮遊性

有孔虫が含まれ21種同定できた。これらの中で

Gわわなer血道egq〟αdrfわあα加5αcc〟J的r，Gわあoroね肋

C伽oe〃由　が多産する。そのほか，Gbわなer加わ〟7－

／り山LJ仰ぐ・J凧r‘J、（ノ／り／座廿血／、由／川′…雨J Hり占師－J〃〟

〃epe〃班gJ，Gbわなerf仰ガe∫0かわ“〟∫0わ的〟〟∫，Gbか一

節r血0肋∫qM加わろ紙相打〃bhぶ，Or占〟伽α〟乃血相α，

耳血…舟山肛／恒心＝州血浦〃fJ甘′〃＝仙〟〃〟．・ゝ・∫∫′八人両1－

ce〃∫　∫びわde抽ce朋，Gわ加叩〟αdrf〃αα〟呼Jmα招申加，

Gわあoro出払C〟JJmrα，CわあoroねJねmem山肌揖αなどが

普通に産出し，このうち，G．βJc（フ〃e〃如∫，G，〃岬e〃－

伽J，G．0鋸如〟∫0わ的〟〟ぶ，G．甲肋か混血拍舶〃勃婚肌，
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図2　西小磯海岸にみられる露頭の柱状図

1・貝化石　2・シルト　3・スコリア

4．パミス　5．スコリア・パミス混り凝灰

岩　6・スコリア層　7・礫岩

A・B・C：鍵層となるスコリア層及びスコ

リア・パミス混り凝灰岩層

D：貝化石採取地点（“西小磯層〝）

Ⅹ：試料採取地点

0．U刀かer∫α，∫・∫〟占de旭ce乃∫∫〃∂de旭ce〃ぶの6種は西小

磯海岸の層準に産出する種と共通する。ここでは，

N．17の下限を規定するGわ0れ。αねum血〆eわ一

助冊血ねとN・16からN．18まで見られるGわあor（フJα〃α

merO血∽故が産出すること，また，即力即rO肩血7－

わp由5g〟∂de旭ce〃叩αe〃ede柚ce朋が含まれることか

らN・17－18ということになる。しかし，N・18の下

限を規定するGわあomね肋J〟∽たわ山肌肋が見られな

いので鴫立沢の層準は今のところN．17にあたると考

えることができる。

以上のことから，浮遊性有孔虫からみると“西小

磯層〝，まわりの“大磯層〝，模式地の大磯層はいず

れもN・17に含れることになる。

また，これを相良・掛川地方の生層序と比較して

みると，種の組成からみて明らかに相良層群中部に

対比できる。

一方，“西小磯層〝　中の貝化石は表1の通りであ

るが，ここには相良層群の時代に繁栄した月別〟∫∫わー

pecre〃i如∽ね〃血が産出するので，月化石による対

比とも矛盾しない。

なお，筆者は，これまでに“西小磯層〝，伊豆の滑

川・白浜，沖縄本島の手登根で血肌血卸即納痛ね血一

g〃由と共存する浮遊性有孔虫を検討してきたが，す

でに述べたように，各産地ではいずれもdm〟∫Jわー

PeCe〃加mge〃由を申し、とした類似の貝化石種の組成

が見られ，月化石群からはいずれも相良層群から掛

川層群最下部までの時代のものと考えてよいが，そ

れらはさらに細かく見るとすべて同一層準ではなく，

それぞれ浮遊性有孔虫によるZone区分のN．17，N．

19中・下部，N・19上部，N・21最下部と順次に層

準が若くなっていくことがわかった。

5．ま　と　め

“西小磯層〝，その周辺の“大磯層〝，模式地場

立沢の大磯層の浮遊性有孔虫を検討したところ次の

ことがわかった。

1）“西小磯層〝は“大磯層〝にはさまれる礫岩のレ

ンズと考えられる。

2）“西小磯層〝　の層準は浮遊性有孔虫からみる　と

BLOWのZoneN・17にあたる。

3）大磯層の模式地鴫立沢のシルト岩中の浮遊性有

孔虫もBLOWのZone・NL17を示すとしてよい。
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Table2．PlanktonicForaminiferafromthe“Nishikoiso”and“Oiso”Formations

Specificname Samplingpoint N7702　N7703 5077N4077N

Gわ的er〃α

Gbわなerf〃Ofde∫

Gわ的er〃如

Or∂UJf〃α

βわ畑山∫〃α

G．bulloidesaperturaCushman　一一”－－”－－”””－”－－””－－－””－・

G．bulloidesbulloidesd’Orbigny　－…－M””一一一一一…叫一一一一…－－－…

G．decoftlPertaTakayanagi＆Sait0－－…一一－－一一－”－－－一一一－．－一一”－－

G．βJco〃e那ねBlow一一…－……一一叫－……一一叩…一一一一叩一一一一一一一一一……t

G．JbJかαBolli－………－…－…一一一一一血…一一一一一一一………一一一・一…一一一一一一一一

G．〃epe〃班e∫Todd一一叩一一一一一……・t一一……－……一一一一…一一・一一一一一一一一一一一t

G．venezuelanaHedberg－””－－－”M””…一一一一一一一一一一一一一・一…M－－M

G．VなnaliiBermudez＆Bolli””－””－”－－－……－－－－・一一一叩－”－－

C．co〃gわあα加CO〃gわあαr〟HBradyト……一一一…一一・一一一一一一一一一…

G．obliquusextremusBolli＆Bermudez一…＝－－－・－M”一一一－－

G o祝如拙柑紬如肌Bolli一一一一一…一一一一…一一一一一一…－…一一一・一一一……一一一一

C．q〟αdrわα払甘め∽α餌托持Leroy一一一…………－t一・一一一一一…一一一一

G．quadrilobatussaccul昨r（Brady）－”一一””一日－－”－M－－”一一”

G．御感捕血路軋加悦肌（Reuss）…一一…一一一…－…一一一・……一一一一一一

G．ruber（d’Orbigny）””－”…・－－－”一一一…－”－－－””－一一一－M－－－－－－－

G．〆〟J〃α拍（Egger）一一一一一一一一一一一一一一一仙一一一一………－……一一一・…一一一一一…－

G・ParVula（Bolli，Loeblich＆Tappan）－MM－”－－・…一一一－一一”－

0．sutularisBronnimann”－M－、＿＿－＿”＿”＿一一一＿－＿一一一一…一一…＿＿HM””

0．unil，erSad’orbigny－”一一一一一…－q－”－－－…一一…”－－”－－－－－－一一一一一一”M

B．bilobata（d’Orbigny）…””－・一一一－－”－－－－－－”－”””・－”－－－－一一－

Sbhaeroidinellopsis S．seminulinaseminulina（Schwager）－…一一一…－”””…－…－－

ぶ．∫〃∂de兢C印叩αe〃ede柚ce〃JBlow……一一一一…－…－………

∫．∫めde柚ce那∫〟ムde柚ceJ7亘Blow）一一一一一一一……一・…－…－…－

（ご／（一才）（岬〃れル血（7

（ノ／（1／）（け（り（〟hJ

G．altispiraaltispira（Cushmall＆Jarvis）－－－－－－…一一・…－…一”q－－

G dJ桓フ加が0∂oJαBolli…－…一一・……一一一一一t－………・一叫一・………

Gイrノ　αCOねe〃扉αC（フ∫Jαe〃gfgBlow　一一一日一一…一一一一・日一一一…H

G．（T）acostaensishumelosaTakayanagi＆Sait0－－””－－

G．什ノαCOJ加那f叩ぶeud叩gmαBlow一一一…一一一一…日日一一一一一一…

Gイrノ　cr．J印脚αe那ねBolli　一一一…一一一…一一日叩一一一一一一一一一…－……

Gイrノ0占eJαBolli

G．（T）scitulascitula（Brady）一一一一一一一一一一－－一一一一…－M－－一一一…一一…－－

G．（G．）cibaoensisBurmudez・M－”M””－””－…M・…一一－・一一…－

G．（G．）cultratacultrata（d’Orbigny）”－－－－－－”－M”－－…－M－－－

G・（G・ノcultratalimbata（Fornasini）－－－”－・”M”一一一”一一一－一一…－

G．（G．）cultratamenarditO）arker，Jones＆Brady）一一一”－－

G．（G．）merotumidaBlow＆Banner－－－－ML－…－一一一一－一一一一一一一一”

G．（G．）tumidaplesiotumidaBlow＆Banner一一一一－－－”M”－

C

C

A

R

C
 
C
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A：Over30specimens，C：4－30specimens，R：Under4specimens・

N7702，N7703＆N7705‥100ginweightofsamples，N7704：400ginweightofsample．
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4）浮遊性有孔虫からみると月別〟55わpecJe〃7加∽ト

e〃由を含む“西小磯層〝，滑川，白浜，沖縄手登

根の各貝化石層準は，すべて相良時代から掛川時代

初期までに含まれるが，細かくみるとZone区分N・

17，N．19中・下部，N・19上部，N・21最下部と

順次若くなる。
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図3．西小磯海岸にみられる“西小磯層〝

図4．模式地鴨立沢の大磯層


